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面図を図 3に示す．ここで，l1 = l2 = 3:0 10 2 [m]であり，l3 = 2:5 10 2 [m]である．Hsは (l1=2，
l2=2)を中心とする半径 1:0 10 3 [m]の範囲内にある最大砂層厚でありHs = 7:5 10 3 [m]である．
hwは，平面 x3 = Hsから水滴の中心までの距離であり，hw = 3:5 10 3 [m]とした．また，水滴の
直径D = 5:619  10 3 [m]とし，水滴落下速度 vを 1:0，4:0，9:5 [m/s]と変えて計算を行った．な
お，0  x3 < 5:0 10 3 [m]における間隙率N = 0:464，砂粒子数 nbは 7416個であり，図 3に示す
砂粒子を模した回転楕円体の短径を粒径 d = 0:754 [mm]とした．












































図{4 計算で得られた砂面形状 (t = T0)
表{1 落下速度 vと浸食量 V の関係
v [m/s] 1.0 4.0 9.5
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